
戦評
　浪商のスローオフで試合開始。前半立ち上がり３０秒、浪商♯７のサイドシュートで先制。開
始５分までに、浪商♯７、♯４、♯１５、♯５が４連続得点した。その後、西條のセットオフェンス
で右バックと右サイドが２対１の状況をつくり、西條右サイド♯７が西條１得点目をあげた。１０
分までに浪商♯８、♯３が退場し、西條がセットオフェンスや速攻を駆使して、１１分３０秒に
は、６－６の同点に並んだ。西條はポストと連携し、１点勝ち越ししたが、すぐに浪商に追加点３
点を奪われ、浪商が２点リードした。前半残り５分では、浪商が速攻を仕掛け、得点を重ねてい
く。西條は、フォーメーションで相手のＤＦを揺さぶり、ロングシュートで得点を重ね、前半残り２
分で１点差まで詰め、残り３０秒では西條が相手のポストパスをカットし、速攻を仕掛けて得点
したことによって、１４－１４の同点。その後、浪商♯４が得点し、浪商が１点リードして、試合を
折り返す。後半立ち上がり、浪商♯９、♯２が連続得点し、浪商が２点リードした。西條後半１点
目は、♯６のロングシュートであった。西條は、高い位置で牽制をかけて相手をパッシブプレー
に追い込む。浪商はポストプレーを増やして、シュートまで持ち込む。１０分には、西條１８－浪
商２２の４点差になった。１４分２７秒に浪商がTOを要求。両チームともに、スピードとパワーで
シュートまでつなぎ、試合時間残り５分で西條２４－浪商２８の４点差。２２分３７秒に浪商♯３、
２３分２０秒に♯８が退場３回目で失格となり、コートプレーヤーが６対４になったが、浪商の勢
いは止まらず、４人でも得点を重ね、西條２８－浪商３４の６点差で試合が終了した。
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　東久留米西のスローオフで試合開始。５８秒、東久留米西の７番の速攻で先制。東久留米西
は堅い守備から速攻で得点を重ねていく。望海は１対１を仕掛けていくが、なかなか突破口を
見つけられない。１０分８秒、東久留米西９－望海２と、７点差になったところで、望海がタイム
アウトを要求。タイムアウト後、望海はサイドシュートを２連続で決め、点差を５点に詰める。望
海の２番が１対１で抜き、得点した際、東久留米西の６番の危険プレーで２分間の退場。１３分
３３秒、東久留米西１１－望海５となったところで東久留米西がタイムアウトを要求。望海１０番
が２分間退場している間に東久留米西１４－望海６と点差を８点に広げる。東久留米西は１１
番が７点決めるなど複数選手が得点し、徐々に点差を広げていく。東久留米西は２枚目のディ
フェンスが良く、望海の４５度の攻撃を封じ込める。東久留米西２０－望海９と１１点差がついた
ところで、試合を折り返す。
　後半の最初の得点は、東久留米西の６番のカットインからだった。前半の勢いから変わらず、
東久留米西は堅い守りから、得点を重ねていく。東久留米西はセットプレーからも、ポストと連
携し、多彩な攻撃で望海を翻弄していく。望海の２番もステップで相手をかわし、シュートを狙う
が、枠外になってしまう。望海は２・４のディフェンスでプレッシャーをかけるが、東久留米西は
逆にポストをうまく使い攻撃を組み立てていく。終始流れを渡さなかった東久留米西は、東久留
米西２８－望海１４と、１４点差で試合を終えた。
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